
                     

                     

次
号
は
６
月
９
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

下志段味真光寺の集合農地で花摘みや蜂蜜搾り

「農
業
を
身
近
に
…
」と
特
別
開
放

「で
て
き
な
祭
２
０
１
８
」

小
幡
緑
地
本
園
に
６
０
０
人
超

７
月
７
日

第
�
師
団
が
定
期
演
奏
会

来
月
１５
日
ま
で
入
場
希
望
者
募
集
中

もりやまふれあい彩祭り２０１８初夏の集い

ステージやものづくりなど多彩に

企
画
展
「尾
州
徳
川
の
花
相
撲

帝
も

サ
ム
ラ
イ
も
熱
中
�
い
と
し
の
植
物
た
ち
」

                     

                     

　
▽
大
島
一
義
さ
ん
＝
太
田

井
＝
の
投
稿
写
真

　
植
物
再
生
の
力
強
さ
に
感

銘
―
。
鶴
舞
公
園
で
の
散
歩

中
に
出
合
い
、
思
わ
ず
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
�
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
レ
ン
ゲ
の
花
摘
み
や
蜂
蜜
搾
り
な
ど
を
体
験
す
る
催
し
が
先
月
二
十
九
日
、
下
志
段
味
真
光
寺
の

集
合
農
地
で
開
か
れ
た
。
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
訪
れ
、
花
い
っ
ぱ
い
の
田
ん
ぼ
で
過
ご
す
ひ
と
と

き
を
楽
し
ん
だ
。

子どもたちが〝レンゲ畑〟で思い思いに過ごしていた

「
私
も
回
し
た
い
」
と
蜂
蜜

搾
り
体
験
に
も
長
い
行
列

ステージでは来場者による馬頭琴の体験も

国
際
色
豊
か
な
屋
台
の
前
で

は
呼
び
込
み
の
声
が
響
い
た

迫力あるステージを繰り広げる第�音楽隊（昨年）

さまざまなジャンルのステージが催される（昨年）

ま
つ
い
あ
け
み
「
帯
化
」

男子（混合）ダブルスの入賞者

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
一

般
の
部
の
入
賞
者

シングルス（一般の部・マ
スターズの部）の入賞者

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
卓
球

大
会
（
五
月
十
三
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
第
１
競
技

場
）

　
▽
男
子
（
混
合
）
ダ
ブ
ル
ス

①
内
田
秀
樹
・
永
井
良
一
②
五

十
嵐
勇
一
・
山
口
周
介
③
山
下

至
人
・
広
瀬
尊
③
吉
田
末
広
・

奥
田
博
明

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
一
般
の

部
①
柴
田
あ
か
り
・
砂
川
仁
美

②
細
江
總
代
・
西
川
雅
子
③
杉

山
乃
婦
代
・
河
村
由
子
③
酒
井

千
浪
・
寺
山
真
奈
美

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
・
一
般
の
部

①
五
十
嵐
勇
一
②
大
森
善
之
③

吉
田
末
広
③
野
田
成
哉

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
・
マ
ス
タ
ー

ズ
の
部
①
内
田
秀
樹
②
柴
田
あ

か
り
③
広
瀬
尊
③
山
下
至
人

（
敬
称
略
）

　
区
役
所
農
政
課
が
、
地
元
農

家
十
七
軒
と
養
蜂
家
の
丹
羽
新

太
郎
さ
ん
�
�
＝
瀬
戸
市
＝
の

協
力
を
得
て
、
毎
年
開
催
。

〝
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
〟
に
な
れ
ば
と
、

間
も
な
く
稲
作
が
始
ま
る
農
地

を
特
別
に
開
放
し
て
い
る
。

　
参
加
者
は
辺
り
一
面
レ
ン
ゲ

の
田
ん
ぼ
へ
足
を
踏
み
入
れ
、

思
い
思
い
に
散
ら
ば
っ
て
花
摘

み
や
記
念
撮
影
。
花
輪
を
編
ん

で
作
る
姿
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、

出
来
上
が
っ
た
花
束
に
「
き
れ

い
」
な
ど
と
喜
ん
で
い
た
。

　
ま
た
、
二
週
間
前
か
ら
田

ん
ぼ
脇
に
置
か
れ
て
い
た
ミ

ツ
バ
チ
の
巣
箱
か
ら
巣
枠
が

取
り
出
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
交
代
で
遠
心
分
離
機
の
ハ

ン
ド
ル
を
回
し
て
蜂
蜜
搾

り
。
試
食
に
は
長
い
行
列
が

で
き
、
味
わ
っ
た
人
か
ら
は

「
あ
ま
ー
い
」
や
「
あ
っ
、

お
い
し
い
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
農
家
の
人
ら
が

手
作
り
し
た
竹
馬
や
ぽ
っ
く
り

で
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
参
加
者
が
次
々
と
体
験
。

五
歳
の
女
の
子
と
一
緒
だ
っ
た

三
十
代
の
お
母
さ
ん
は
「
娘
に

は
ち
ょ
っ
と
し
た
虫
な
ど
怖
が

ら
な
い
で
ほ
し
い
し
、
自
然
に

慣
れ
て
も
ら
い
た
い
の
で
」
と

訪
れ
た
理
由
を
話
し
て
い
た
。

　
守
山
区
を
楽
し
く
―
。
「
で

さ
い

て
き
な
祭
２
０
１
８
」
（
中
日

新
聞
守
山
販
売
店
連
合
会
、
守

山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
後

援
）
が
十
二
日
に
小
幡
緑
地
本

園
で
開
か
れ
、
六
百
人
以
上
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
地
域
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
や
、
社
会
人
有
志
の

同
祭
実
行
委
員
会
が
主
催
。
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、

心
豊
か
な
地
域
に
し
よ
う
と
二

十
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
。

　
初
夏
の
緑
と
ク
イ
ズ
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
は
、
家
族
連
れ
ら
約
百
五
十

人
が
参
加
。
ミ
ー
ゴ
レ
ン
や
チ

ヂ
ミ
な
ど
、
国
際
交
流
団
体
の

留
学
生
に
よ
る

屋
台
も
並
び
、

足
を
止
め
て
の

ぞ
き
込
む
人
の

姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
各
国

の
楽
器
演
奏
や

ダ
ン
ス
、
民
族

衣
装
シ
ョ
ー
と

い
っ
た
ス
テ
ー

ジ
が
催
さ
れ
た

ほ
か
、
約
五
十

店
の
フ
リ
マ
で

は
「
こ
れ
い
く

ら
」
「
安
く
し

て
」
の
声
も
聞
か
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
屋
台
で
呼
び

込
み
を
手
伝
っ
て
い
た
伊
藤
楓

栞
さ
ん
（
菊
華
高
一
年
）
は

「
お
客
さ
ん
が
優
し
い
。
保
育

士
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
人

と
の
触
れ
合
い
を
経
験
と
し
て

生
か
し
た
い
」
と
笑
顔
。

　
同
祭
実
行
委
員
長
を
務
め
る

小
池
征
司
さ
ん
�
�
は
「
訪
れ

た
人
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
う

な
ど
、
根
付
い
て
き
て
い
る
感

じ
が
う
れ
し
い
。
小
さ
な
こ
と

で
も
変
化
さ
せ
、
新
し
さ
の
あ

る
催
し
と
し
て
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
第
�
師
団
は
七

月
七
日
（
土
）
、
瀬
戸
市
文
化

セ
ン
タ
ー
＝
同
市
西
茨
町
一
一

三
ノ
三
＝
で
「
第
�
回
定
期
演

奏
会
」
を
開
催
。
現
在
、
入
場

希
望
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
同
師
団
の
第
�
音
楽
隊
に
よ

る
吹
奏
楽
演
奏
会
で
、
今
回
は

ハ
ー
プ
や
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
の

協
演
も
あ
る
。
曲
目
は
「
祝
典

行
進
曲
」
や
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ

ー
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
「
組

曲
『
惑
星
』
よ

り
　
木
星
」
ほ

か
。
午
後
一
時

半
開
演
、
入
場

無
料
（
要
整
理

券
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
申
し
込
み

は
、
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号

・
希
望
人
数

（
は
が
き
一
枚

に
つ
き
二
人
ま

で
）
の
ほ
か
、
車
い
す
の
人
は

介
助
の
要
・
不
要
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６
７
、

守
山
三
ノ
一
二
ノ
一
、
�
師
団

広
報
Ｍ
Ｈ
係
へ
。
六
月
十
五
日

（
金
、
期
間
内
必
着
）
締
め
切

り
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

　
一
人
一
枚
の
み
の
応
募
で
、

二
枚
目
以
降
は
無
効
に
な
る
と

の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ
は
陸
上

自
衛
隊
第
�
師
団
司
令
部
広
報

室
＝
☎
（
７
９
１
）
２
１
９
１

（
内
線
４
４
７
２
）
＝
へ
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
―
。
「
も
り
や
ま
ふ
れ
あ

い
ろ
ど
り

い
彩
祭
り
２
０
１
８
初
夏
の
集

い
」
が
六
月
十
日
（
日
）
午
前

十
時
―
午
後
三
時
、
志
段
味
地

区
会
館
＝
下
志
段
味
横
堤
＝
で

開
か
れ
る
。

　
私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母

懇
談
会
「
守
山
ブ
ロ
ッ
ク
」
、

同
祭
実
行
委
員
会
が
主
催
。
地

域
の
人
た
ち
と
共
に
教
育
を
考

え
よ
う
と
、
市
民
参
加
型
で
多

彩
な
催
し
を
六
月
と
十
一
月
の

年
二
回
行
っ
て
い
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
幅
広
い
年
代

の
出
演
者
が
登
場
し
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
コ
ー
ラ
ス
ほ
か
を
披
露
。

ま
た
、
初
心
者
Ｏ
Ｋ
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
講
座
や
、
高
校
生
を
相

手
に
腕
試
し
が
で
き
る
将
棋
講

座
も
催
さ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
と
い
っ
た
〝
も
の
づ
く
り
〟

を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
、
犬
と

の
触
れ
合
い
や
健
康
気
功
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど
も

並
び
、
今
回
も
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
の
宇

野
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―
６
０

７
８
―
１
８
７
２
＝
へ
。

　
企
画
展
「
尾
州
徳
川
の
花
相

撲
　
帝
も
サ
ム
ラ
イ
も
熱
中
�

い
と
し
の
植
物
た
ち
」
（
中
日

新
聞
社
共
催
）
が
、
ヤ
マ
ザ
キ

マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
＝
東
区
葵
一

＝
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
八
月

二
十
六
日
（
日
）
ま
で
。

　
江
戸
時
代
、
花
の
品
評
会
を

表
す
言
葉
に
な
っ
て
い
た
「
花

相
撲
」
。
相
撲
の
よ
う
に
園
芸

品
の
番
付
が
出
さ
れ
、
大
関
か

ら
前
頭
ま
で
を
東
西
に
分
け
、

葉
や
花
弁
の
美
し
さ
・
珍
し
さ

な
ど
を
競
い
合
っ
た
。

　
同
展
で
は
、
名
古
屋
園
芸
の

創
業
者
・
小
笠
原
左
衛
門
尉
亮

軒
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
雑
花

園
文
庫
」
か
ら
植
物
図
譜
な
ど

を
、
知
っ
て
楽
し
い
〝
花
の
対

決
〟
視
点
で
紹
介
。
ま
た
、
日

本
の
植
物
や
園
芸
文
化
に
心
引

か
れ
た
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
ガ

ラ
ス
作
家
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の

作
品
ほ
か
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
を

描
い
た
現
代
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア

ー
ト
も
鑑
賞
で
き
る
。

　
平
日
＝
午
前
十
時
―
午
後
五

時
半
、
土
日
祝
＝
午
前
十
時
―

午
後
五
時
（
入
館
は
閉
館
の
三

十
分
前
ま
で
）
、
月
曜
休
館
。

入
館
料
は
一
般
千
円
、
小
中
高

生
五
百
円
。
未
就
学
児
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ッ
ク
美
術
館
＝
☎
（
９
３
７
）

３
７
３
７
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

十
組
二
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
花
相
撲
展
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
三
十
日
（水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を
も

っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

〔１〕 ２０１８年（平成３０年）５月２６日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第７１８号

                     

                     

                     

                                                                                                         


